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1 .センターの概要





1-1.センター設立の経緯

2008年 4月に、旧工学研究院附属環境システム科学研究センターが改組拡充され、 「工学研

究院附属循環型社会システム工学研究センターJ(以下、附属循環センター)が誕生しました。

旧組織の「環境システム科学研究センターJ (1998年4月発足)では、地域から地球規模に及

ぶ各種環境問題の解決のための研究に関わる総合的なシステム科学研究が行われてきました。

今回、新しく生まれ変わった「附属循環センター」では、工学研究院に広く門戸を開いて様々

な部門を融合し、分野を横断する学際的研究を遂行する機能を有する組織体制の下、近年強く

求められている持続可能な社会の実現にむけた環境技術やシステムに関する先導的な研究活の

展開が望まれています。

写真:附属循環型社会システム工学研究センター (CE40棟)外観

1-2. 研究方針

CE40 

附属循環型社会システム工学研究センタ-
'"切'，uchkl~utut~of EnvlrQrVT背骨tforSUSliUfldbility

工学研究院の附属施設として、環境問題を解決するための応用研究を基本方針とし、循環型

社会、環境共生型社会実現に資する持続型環境技術の開発を行うとともに、わが国だけでなく

アジア地域の環境保全に資する研究活動を行います。具体的には、環境負荷排出、エネルギー

消費、経済性等の視点から、持続可能な循環型社会の構築に大きく寄与する Sustainable

Environmental Technology (持続型環境技術)の開発に焦点を当てた研究を実施します。

1-3.研究組織

当センターは、分野横断的な学際研究を進めるため、工学研究院の環境都市部門、エネルギー

量子工学部門、地球資源システム工学部門、応用化学部門から計6講座を迎え入れた組織となっ

ています。また、 「協力研究員Jの制度を設けており、工学研究院内に限らず、学内の他部局

からも教員単位で当センターの研究活動への参画を要請し、学際的な環境研究を進めていきま

す。

当センターでは、アジア環境研究を中心的な研究課題のひとつとしていますが、研究活動の

円滑な遂行をサポー トする組織として「アジア環境情報室」が配置されています。また、研究

成果を地域社会へ還元するための体制として、客員教授 2名の受け入れを含む「産学連携担当」

が配置されているほか、 「研究調整担当」の配置により、附属循環センター内の連携および部

局を超えた学内環境研究の連携の活発化を図っています。
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図 1 :附属循環型社会システム工学研究センター組織図

1-4.研究活動等

附属循環センターの研究の柱として、I社会基盤研究j、「環境共生研究J、「アジア環境研究」

の3つを設けています。

社会基盤

図2:附属循環型社会システム工学研究センターにおける研究分野

( 1 )社会基盤研究室

リサイクノレを基調とする持続型社会への転換に求められる技術開発とその技術の合理性評価

を行います。廃棄物の中でも資源と して有用な循環資源の有効利用、およびその環境安全性に

関する研究を行います。また、持続型社会の基盤となる新技術の研究、開発を行います。
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(2)環境共生研究蜜

都市及び周辺地滋の役会・環境問.~研究し、 F耳考の持続可能なあり方~事!.します.また、

自然環境や生Ii~院の仕組み~解明し、持続可能な人間総会と自然環境との尖生のあ事方や再生

法の提案を行い':1;す.モノの創造のための技術開発に特化しがらであった従来の工学の般に閉

じこもることな〈、自然と人間主士会の共存という視点から主主術と泌総会事院、および地軽量的なm
.解決にも貢献できる研究に取り組み1<す.

(3)アジア環境積雪号室

21 世紀iと念成乗を遂げると予想されるアジア錦織の環集問題解決の研究に:li:Aiを鑑くこと

により、この治歯車の関.解決iと司寄与するための研究を行います.アジア諸国の.~替や緩衝の吠

況に応じた級事t研究の~j値、物質1::.負荷およびエネルギー生.負荷の低減化などの様演技術

の研究を行うとと込tこ、ぞれらの後傷の事普及を促進させ、持由隆司おなアジアやゆ図の11事tMi!I

の郷S提唱と図思議す。このほか当研究遂をサポートずる研究組織であるアジアII~情事軽量Eでは、

アジアの各電車線!2f官後の収集、J&程上のデータベ』スの事陣..など、療事al!ll置の解決に向けた寄著

書tlζ取り組みますe

君臨夜、当センターでは、 (1)エネルギーおよび議境問車置に関連する有機材軍事の開発、 (2)目前

組員.な光鍛S院の複合体の作製と応用車重側、 (3)資源Fサイクル筋書室衡のl1li発、環境野舗の手法

関費量、(4)廃棄物告と処分する祭事Eにおける緩穫の拳動の解明、 (5) 自然再生術面のn:.と社会

的~~官、 (6) 鉱物資源のI!il!望EおよびØI!~i吏街、 (7) 黛アジア麗の持続的発!lt:-可能とする廃業

物処理と資源化、毒事について、回際共関プロジ晶タト...含む研究活動念行っています.
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